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第4章 学界の ITSの取組み

活動プロジェクト

（1）災害時のモビリティ支援
減災対策のためには、被災時の交通状況を知ることが重

要です。本研究室では、センシングデータと交通流理論・機

械学習を用いた災害時の交通モニタリング技術を開発して

います。ここでは、豪雨時における交通流ベクトルを用いた

交通異常検知の研究 [1]を紹介します。交通流ベクトルとは、

図1に示す道路空間に設定したメッシュへの流入方向（8方
向）と流出方向（8方向）を組み合わせた方向別の交通量で
す。平常時と豪雨時の交通流ベクトルを比べて、差異がある

場合を異常と判定します。図2に令和元年の台風19号襲来時
の異常検知結果を示します。図中の1st、2ndの矢印は交通
量の上位2方向を示しています。図を見ると、平常時は東西
方向の交通が多い一方で、豪雨時は、右折やUターン交通
が多く発生しており、東西方向の道路に被災が発生したも

のと推察されます。

（2）高速道路の大規模改修時の交通インパクト評価
高度経済成長期に建設された高速道路が老朽化したため、

最近、リニューアル工事が実施されています。適切な工法の

選定には、工事費のみならず、工事による渋滞の影響（利用

者損失）を評価することが重要です。本研究室では、多様なセ

ンシングデータを融合し、工事時の交通流を評価する手法を

研究しています。図3は、2025年の東北自動車道（上り方向）
のリニューアル工事中のタイムスペース図を示しています。図

の横軸は時間、縦軸は距離を示し、時空間メッシュごとの自

動車の平均速度を色分けして表示しています。通常は渋滞が

起きていない場所ですが、工事時は規制区間を先頭とした

10km程度の激しい渋滞（赤色メッシュ）が長時間継続してい
ます。本研究の成果は第23回ITSシンポジウム2025にて発表し
ており、ベストポスター賞をいただきました［2］。
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図1　交通流の方向（出典 [1]）

図2　異常検知結果：左は平常時、右は豪雨時（出典 [1]）

図3　リニューアル工事中のタイムスペース図の例（出典 [2]）

主な研究領域と内容

●土木計画学
●交通工学
●交通流理論
●交通状態推定
●交通施設の維持管理
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